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【司会の言葉】 

 消化管は、摂取された食物を消化、吸収する一方で、食物、また食物とともに摂取

される病原性を持つ細菌やウイルス、抗原性を持つ食物タンパク質や化学物質に暴露

を受けている。消化管にはそれらの暴露物質に対する防御としてバリア機構を備えて

おり、消化管粘膜上皮は常に粘液を産生することにより表面を覆うように粘液層を形

成するとともに、抗菌ペプチドを産生、また管腔へ免疫グロブリンを分泌し積極的に

免疫応答を行っている。また消化管上皮細胞は、細胞間接着構造体であるタイトジャ

ンクションが細胞外周を取り囲むことによって細胞間が密着され、物理的な障壁を形

成している。また最近では粘膜内に存在する腸内細菌がそのバリア機構の一端を担っ

ていることも解ってきた。免疫応答の異常により、これらバリア機構が破綻すると消

化管の透過性は亢進し、消化管機能障害を引き起こすが、これまでに炎症性腸疾患を

代表とした様々な疾患にこのバリア機構の破綻が関わっていることが知られており、

疾患解明の大きな鍵を握っている。本シンポジウムでは、消化管バリア機能に関する

基礎的な検討から、臨床的な得られた新たな知見まで幅広く演題を募集し、議論を深

めたい。 

  


